
令和５年度年間指導計画・評価計画（数学）           福生第二中学校 第２学年 

月 
単元・題材名（時

数） 
目標 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

４ 

５ 

 

文字式を使って説

明しよう [式の

計算]  

（15 時間） 

整式の加法と減

法、単項式の乗法

と除法の計算をす

ること、具体的な

事象の中の数量の

関係を文字を使っ

た式で表したり、

式の意味を読み取

ったりすることが

できる。 

文字を使った式を

活用して具体的な

場面を考察し表現

することができ

る。 

文字を使った式を

活用した問題解決

の過程を振り返っ

て検討しようとし

ている。 

簡単な整式の加法

と減法及び単項式

の乗法と除法の計

算をすることがで

きる。 

具体的な事象の中

の数量の関係を文

字を使った式で表

したり、式の意味

を読み取ったりす

ることができる。 

文字を使った式で

数量及び数量の関

係を捉え説明でき

ることを理解して

いる。 

目的に応じて，簡

単な式を変形する

ことができる。 

具体的な数の計算

や既に学習した計

算の方法と関連付

けて、整式の加法

と減法及び単項式

の乗法と除法の計

算の方法を考察し

表現することがで

きる。 

文字を使った式を

活用して具体的な

場面を考察し表現

することができ

る。 

文字を使った式の

必要性と意味を考

えようとしてい

る。 

文字を使った式に

ついて学んだこと

を生活や学習に生

かそうとしてい

る。 

文字を使った式を

活用した問題解決

の過程を振り返っ

て検討しようとし

ている。 

６

７ 

方程式を利用して

問題を解決しよう 

[連立方程式] 

（12 時間） 

2 元 1次方程式と

その解の意味を理

解すること、連立

2元 1次方程式を

解くことができ

る。 

具体的な場面の問

題において、連立

2元１次方程式を

活用して問題を解

決することができ

る。 

連立 2元 1次方程

式を活用した問題

解決の過程を振り

返って検討しよう

としている。 

 

2 元 1次方程式と

その解の意味を理

解している。 

連立 2元 1次方程

式の必要性と意味

及びその解の意味

を理解している。 

簡単な連立 2元 1

次方程式を解くこ

とができる。 

1 元 1次方程式と

関連付けて、連立

2元 1次方程式を

解く方法を考察し

表現することがで

きる。 

連立 2元 1次方程

式を活用して具体

的な場面を考察し

表現することがで

きる。 

連立 2元 1次方程

式の必要性と意味

を考えようとして

いる。 

連立 2元 1次方程

式について学んだ

ことを生活や学習

に生かそうとして

いる。 

連立 2元 1次方程

式を活用した問題

解決の過程を振り

返って検討しよう

としている。 



８

９ 

関数を利用して問

題を解決しよう 

[1 次関数]  

（19 時間） 

1 次関数の関係を

理解すること、 

1 次関数の関係

を、表、式、グラ

フを用いて表現し

たり、処理したり

することができ

る。 

1 次関数を用いて

具体的な事象を捉

え考察し表現する

ことができる。 

１次関数を活用し

た問題解決の過程

を振り返って検討

しようとしてい

る。 

1 次関数について

理解している。 

事象の中には 1次

関数として捉えら

れるものがあるこ

とを知っている。 

2 元 1次方程式を

関数を表す式とみ

ることができる。 

1 次関数の変化の

割合やグラフの切

片と傾きの意味を

理解している。 

1 次関数の関係を

表、式、グラフを

用いて表現した

り、処理したりす

ることができる。 

1 次関数として捉

えられる 2つの数

量について、変化

や対応の特徴を見

いだし、表、式、

グラフを相互に関

連付けて考察し表

現することができ

る。 

1 次関数を用いて

具体的な事象を捉

え考察し表現する

ことができる。 

１次関数の必要性

と意味を考えよう

としている。 

１次関数について

学んだことを生活

や学習に生かそう

としている。 

１次関数を活用し

た問題解決の過程

を振り返って検討

しようとしてい

る。 

10 

11 

図形の性質の調べ

方を考えよう 

[平行と合同] 

（15 時間） 

平行線や角の性質

を理解すること、

平面図形の合同の

意味及び三角形の

合同条件について

理解することがで

きる。 

平行線や角の性質

をもとにしてそれ

らを確かめ、説明

することができ

る。 

平面図形の性質を

活用した問題解決

の過程を振り返っ

て検討しようとし

ている。 

多角形の角につい

ての性質が見いだ

せることを知って

いる。 

平行線や角の性質

を理解している。 

平面図形の合同の

意味及び三角形の

合同条件について

理解している。 

証明の必要性と意

味及びその方法に

ついて理解してい

る。 

基本的な平面図形

の性質を見いだ

し、平行線や角の

性質をもとにして

それらを確かめ、

説明することがで

きる。 

証明の必要性と意

味及び証明の方法

を考えようとして

いる。 

平面図形の性質に

ついて学んだこと

を生活や学習に生

かそうとしてい

る。 

平面図形の性質を

活用した問題解決

の過程を振り返っ

て検討しようとし

ている。 



12 

１ 

図形の性質を見つ

けて証明しよう 

[三角形と四角形] 

（21 時間） 

三角形の合同条件

などをもとにして

平面図形の性質を

証明すること、定

義やことがらの仮

定と結論，逆の意

味を理解するこ

と、正方形、ひし

形、長方形が平行

四辺形の特別な形

であることを理解

することができ

る。 

三角形や平行四辺

形の基本的な性質

などを活用して具

体的な事象を考察

し、表現すること

ができる。 

平面図形の性質を

活用した問題解決

の過程を振り返っ

て検討しようとし

ている。 

証明の必要性と意

味及びその方法に

ついて理解してい

る。 

定義やことがらの

仮定と結論、逆の

意味を理解してい

る。 

反例の意味を理解

している。 

正方形、ひし形、

長方形が平行四辺

形の特別な形であ

ることを理解して

いる。 

三角形の合同条件

などをもとにして

三角形や平行四辺

形の基本的な性質

を論理的に確かめ

ることができる。 

証明を読んで新た

な性質を見いだ

し、表現すること

ができる。 

三角形や平行四辺

形の基本的な性質

などを活用して具

体的な事象を考察

し、表現すること

ができる。 

定義やことがらが

正しくないことを

証明するために、

反例をあげること

ができる。 

証明の必要性と意

味及びその方法を

考えようとしてい

る。 

平面図形の性質や

図形の合同につい

て学んだことを生

活や学習に生かそ

うとしている。 

平面図形の性質を

活用した問題解決

の過程を振り返っ

て検討しようとし

ている。 

２ 

 

起こりやすさをと

らえて説明しよう 

[確率]  

（9 時間） 

同様に確からしい

ことに着目し、場

合の数をもとにし

て得られる確率の

求め方を考察し確

率を求めることが

できる。 

確率を用いて不確

定な事象を捉え、

考察し表現するこ

とができる。 

確率を活用した問

題解決の過程を振

り返って検討しよ

うとしている。 

多数回の試行によ

って得られる確率

と関連付けて、場

合の数をもとにし

て得られる確率の

必要性と意味を理

解している。 

簡単な場合につい

て確率を求めるこ

とができる。 

同様に確からしい

ことに着目し、場

合の数をもとにし

て得られる確率の

求め方を考察し表

現することができ

る。 

確率を用いて不確

定な事象を捉え、

考察し表現するこ

とができる。 

場合の数をもとに

して得られる確率

の必要性と意味を

考えようとしてい

る。 

不確定な事象の起

こりやすさについ

て学んだことを生

活や学習に生かそ

うとしている。 

確率を活用した問

題解決の過程を振

り返って検討しよ

うとしている。 



３ データを比較して

判断しよう [デ

ータの比較]  

（5 時間） 

四分位範囲や箱ひ

げ図の必要性と意

味を理解し、デー

タを整理し箱ひげ

図で表すことがで

きる。 

データの分布の傾

向を比較して読み

取り、批判的に考

察し判断すること

ができる。 

四分位範囲や箱ひ

げ図を活用した問

題解決の過程を振

り返って検討しよ

うとしている。 

四分位範囲や箱ひ

げ図の必要性と意

味を理解してい

る。 

コンピュータなど

の情報手段を用い

るなどしてデータ

を整理し箱ひげ図

で表すことができ

る。 

四分位範囲や箱ひ

げ図を用いてデー

タの分布の傾向を

比較して読み取

り、批判的に考察

し判断することが

できる。 

四分位範囲や箱ひ

げ図の必要性と意

味を考えようとし

ている。 

データの分布につ

いて学んだことを

生活や学習に生か

そうとしている。 

四分位範囲や箱ひ

げ図を活用した問

題解決の過程を振

り返って検討しよ

うとしている。 

 


